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９
弱
ハ
ン
ガ
リ
ー
医
学
史
瞥
見

ｌ
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
医
学
史
博
物
館
訪
問
記

一
九
六
二
年
ブ
ダ
王
宮
南
側
の
麓
に
産
褥
熱
の
制
圧
を
成
し

遂
げ
た
「
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
（
碕
目
圃
静
ヨ
ョ
⑦
言
⑦
冨
屍
屍
‐
屍
３
）
」

を
讃
え
て
、
「
ゼ
ン
メ
ル
ワ
ィ
ス
医
学
史
博
物
館

あ
①
日
日
の
言
爵
○
扇
ぐ
Ｃ
⑫
ｇ
『
房
巨
呂
三
目
⑦
匡
旦
」
が
開
館
し
た
。

ゼ
ン
メ
ル
ワ
ィ
ス
の
生
家
を
利
用
し
て
開
館
し
た
二
階
建
の
博

物
館
で
あ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
全
壊
し
た
が
そ
の
後
再

建
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
受
付
に
近
い
二
階
の
一
隅
に

は
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
や
彼
の
家
族
の
肖
像
画
が
飾
ら
れ
た
一
家

の
居
室
や
当
時
の
薬
局
が
復
元
さ
れ
、
さ
ら
に
中
規
模
の
展
示

ホ
ー
ル
に
は
古
代
ロ
ー
マ
時
代
か
ら
近
代
に
至
る
医
学
の
歴
史

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
展
示
ホ
ー
ル
の
一
番
奥
が
感
染
症

と
そ
の
制
圧
の
歴
史
に
関
す
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
、
リ
ス
タ
ー

や
ジ
ェ
ン
ナ
ー
等
と
と
も
に
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
が
成
し
た
不
朽

佐
藤
裕

北
九
州
市
立
若
松
病
院
外
科

の
業
績
が
解
説
展
示
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
当
時
の
ペ
ス

ト
大
学
医
学
部
の
ゼ
ン
メ
ル
ワ
ィ
ス
を
含
め
た
教
授
陣
の
集
団

肖
像
銅
版
画
な
ど
に
混
じ
っ
て
見
学
者
の
目
を
引
く
の
が
、
ゼ

ン
メ
ル
ワ
ィ
ス
自
身
の
剖
検
記
録
（
従
来
、
指
先
の
小
さ
な
傷

か
ら
敗
血
症
に
陥
り
症
候
性
精
神
異
常
を
き
た
し
て
死
亡
し
た

と
さ
れ
て
い
る
）
と
彼
の
頭
蓋
骨
（
レ
プ
リ
カ
）
の
展
示
で
あ

る
。
な
お
、
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
の
死
因
に
関
し
て
ア
メ
リ
カ
の

医
史
学
研
究
家
の
ヌ
ー
ラ
ン
ド
は
、
臨
床
記
録
（
攻
撃
的
言
動

の
表
出
）
や
肖
像
画
に
み
ら
れ
る
急
激
な
容
貌
の
衰
え
と
ウ
ィ

ー
ン
で
な
さ
れ
た
脳
の
病
理
組
織
学
検
索
の
結
果
か
ら
、

ど
国
胃
目
臼
病
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
証
し
て
い
る
。
ブ
ダ
ペ

ス
ト
市
内
の
ケ
レ
ベ
シ
墓
地
（
【
２
８
⑦
里
５
日
里
）
に
ゼ
ン
メ

ル
ワ
ィ
ス
の
墓
が
あ
る
が
、
彼
の
遺
灰
を
入
れ
た
骨
壺
は
こ
の

博
物
館
の
中
庭
の
壁
の
中
に
納
め
ら
れ
て
い
る
由
。

一
八
五
○
年
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
戻
っ
た
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
は
、

市
内
の
聖
ル
カ
病
院
あ
開
昌
詞
呂
扁
穴
目
富
国
）
に
産
科
医
師

と
し
て
迎
え
ら
れ
、
こ
こ
で
も
次
亜
塩
素
水
に
よ
る
事
前
の
手

洗
い
の
励
行
に
よ
っ
て
産
褥
熱
の
制
圧
を
成
し
遂
げ
た
。
そ
の

後
一
八
五
五
年
に
は
ペ
ス
ト
大
学
医
学
部
の
産
科
教
授
に
任
命
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さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
ペ
ス
ト
大
学
に
お
い
て
ゼ
ン
メ
ル
ワ

イ
ス
を
擁
護
支
援
し
た
の
が
、
そ
の
当
時
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
医
学

界
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
］
目
３
国
里
麗
閻
（
勗
底
‐
扁
禽
）
と

冨
旨
の
巨
胃
冒
呂
く
闇
冨
（
屍
扇
‐
扇
麗
）
で
あ
っ
た
。

］
自
吊
国
里
開
困
は
ウ
ィ
ー
ン
大
学
（
ス
コ
ダ
に
師
事
）
や
ウ

ィ
ー
ン
総
合
病
院
で
学
ん
だ
開
明
的
な
外
科
医
で
あ
り
、
一
八

四
三
年
よ
り
ペ
ス
ト
大
学
医
学
部
の
外
科
学
教
授
を
務
め
て
お

り
、
一
八
五
二
年
に
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
い
て
は
じ
め
て
全
身

麻
酔
下
手
術
を
敢
行
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
医
学

界
の
中
心
人
物
と
し
て
大
学
医
学
部
の
改
革
（
近
代
化
｝
や
医

学
教
育
の
改
善
に
尽
力
し
た
が
、
ゼ
ン
メ
ル
ワ
ィ
ス
の
ペ
ス
ト

大
学
へ
の
招
聰
も
そ
の
一
環
で
あ
っ
た
。

国
里
閉
笛
の
後
継
者
匡
旨
の
三
豊
百
ｇ
く
関
冨
も
ウ
ィ
ー
ン
大

学
（
乏
昌
目
曽
冒
教
授
に
師
事
）
で
学
ん
だ
医
師
で
、
ウ
ィ
ー

ン
時
代
か
ら
ゼ
ン
メ
ル
ワ
ィ
ス
と
親
交
し
て
い
た
。
一
八
四
七

年
に
厨
匿
の
患
教
授
の
助
手
と
な
り
、
ベ
ス
ト
大
学
に
お
い
て

自
分
自
身
が
エ
ー
テ
ル
麻
酔
を
体
験
し
て
以
後
、
エ
ー
テ
ル
麻

酔
下
に
多
く
の
外
科
手
術
を
行
っ
た
。
ま
た
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
独

立
戦
争
時
に
は
軍
医
団
の
長
と
し
て
出
征
し
数
多
く
の
困
難
な

手
術
を
こ
な
し
た
。
大
学
復
帰
後
も
師
画
里
閉
闇
の
後
を
嗣
い

で
一
八
五
七
年
に
創
刊
さ
れ
た
「
○
門
く
○
忽
国
①
三
９
（
三
⑦
ｅ
８
一

三
⑦
異
辱
“
医
事
週
報
）
」
の
編
集
刊
行
を
続
け
た
。
ゼ
ン
メ
ル

ワ
イ
ス
に
彼
の
成
し
た
重
要
な
発
見
を
論
文
と
し
て
発
表
す
る

こ
と
を
勧
め
た
の
が
こ
の
巨
胃
言
一
ｇ
く
め
園
冨
で
あ
り
、
一
八
六

一
年
に
は
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
の
唯
一
の
論
文
で
あ
る
「
ロ
房

シ
禽
冒
さ
巴
の
Ｑ
①
『
国
の
館
国
庫
戸
昌
・
臼
①
勺
烏
Ｃ
ロ
ゴ
営
四
笛
の
。
の
印

嗣
冒
号
の
言
扁
胃
刷
」
が
刊
行
さ
れ
た
。

現
在
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
は
ブ
ダ
ペ
ス
ト
（
国
邑
ｇ
隅
二
、
ペ
ー

チ
ェ
（
勺
①
、
巴
、
セ
ゲ
ト
（
め
い
め
い
①
ｇ
、
デ
ブ
レ
ッ
ェ
ン

（
ロ
８
用
８
己
の
四
都
市
に
六
年
制
二
学
年
約
一
○
○
人
）

の
医
科
大
学
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
セ
ゲ
ト
に
あ
る
医
科
大
学
は

ハ
ン
ガ
リ
ー
が
輩
出
し
た
一
九
三
七
年
度
の
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生

理
学
賞
者
の
と
胃
員
ｇ
①
三
‐
ｇ
ｏ
侭
冨
を
記
念
し
て
「
ア
ル
ベ

ル
ト
セ
ン
ト
‐
ジ
ョ
ル
ジ
」
医
科
大
学
と
呼
ば
れ
、
首
都
ブ
ダ
ペ

ス
ト
に
あ
る
ペ
ス
ト
大
学
の
医
学
部
は
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
の
功

績
を
讃
え
て
、
ペ
ス
ト
大
学
二
百
周
年
目
に
あ
た
る
一
九
六
九

年
に
「
ゼ
ン
メ
ル
ワ
ィ
ス
医
科
大
学
」
と
改
称
さ
れ
て
、
今
日

に
至
っ
て
い
る
。


